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三田市在宅医療・介護連携支援センター

〒669-1321
三田市けやき台３丁目１番地１ 三田市民病院内

TEL：079-565-8766 FAX：079-565-2667
担当：河村、宮田

医療・介護関係者の皆様へ
平素より三田市在宅医療・介護連携支援センターの運営にご協力・ご理解いただきありがとう

ございます。三田市在宅医療・介護連携支援センター通信 第18号を発行いたしましたのでご覧

ください。暑い日が続いていますが熱中症などお体にお気をつけお過ごしください。

三田市在宅医療・介護連携
支援センター 通信
vol.18

～情報共有部会の取り組みについて～
・全国医療情報プラットホームとは別に日常のコミュニケーションを中心としたツールの運用を
考えるため下記2点についての運用を考えていく。

・個人情報を安全に取り扱うためのガイドラインを作成を行う。
・三田市において使用したことのないツールの無料トライアルの検討を進める。

出典：厚生労働省｜全国医療情報プラットフォームの全体像

個人情報とは？
生存する特定の個人を識別することができる情報を指します。例として、氏名、生年月日、住
所に限られるものだけではなく、個人の身体、財産、職種、肩書等の属性に関して、事実、判
断、評価を表す全ての情報であり、評価情報、公刊物等によって公にされている情報や、本人
が映った映像、音声による情報も含まれます。

個人情報の漏洩とは？
組織が守るべき情報が外部に漏れてしまう事態を指します。
誤操作、誤送信などによる人的なミスから不正アクセスによる情報の抜き出し、コンピュー
ターウイルス感染などによる漏洩があります。

 全国医療情報プラットホームとは？
 全国医療情報プラットフォームとは
医療機関、介護施設、公衆衛生機関、
自治体でバラバラに保存・管理され
ている患者の医療関連情報を、一つ
に集約して閲覧共有・管理するための 
新しいシステムで、全国的にリアルタ
イム共有できる状態を目指していま
す。

 



各事業者様へ 医療介護資源情報の更新のご案内

三田市在宅医療・介護連携支援センターのホームページの「医療介護資源情報」を更新致しまし
た。医療介護資源情報更新にご協力いただきました事業所の皆さまありがとうございました。
資源情報の変更に関しては随時受付けておりますので、変更があった際はご連絡いただきますようよろし
くお願いいたします。

下記より当センターのホームページにてご確認ください。
三田市在宅医療・介護連携支援センターホームページ （QRコードはこちら→）
→https://renkei-sanda.hyogo.jp

研修報告
多くの皆様にご参加いただきありがとうございました。

◆第5回さんだ在宅スキルアップ研修会(2024.7.27)
～訪問薬剤師さんについて知ろう～

(さんだ在宅医療ネットワークさんとの共催)
＜主な内容＞
・訪問薬剤師ができること
・認知症独居の服薬管理
・がん終末期による麻薬を含めた服薬管理
・服薬ロボットについて(実技)

三田市薬剤師会会長貴志ひまわり薬局武田耕我先生をはじめとする薬剤師の皆様に講義・症例検討・実技
を披露していただきました。

◆令和6年度第1回チーム有馬郡合同研修交流会(2024.4.13)
～地域包括ケアシステムの「基本のキ！」を学ぼう 病院編①～
＜主な内容＞
・これからの病院ってどうなるの？
・圏域内の病院について知ろう
・交流しよう

独立行政法人 国立病院機構兵庫中央病院 事務部長 大野幸司氏に
これからの病院についてご講義いただき三田市民病院・兵庫中央病院
・恒生病院・高田上谷病院・有馬温泉病院・神戸アドベンチストの
皆様に病院紹介をしていただきました。

◆令和6年度第2回チーム有馬郡合同研修交流会(2024.8.2)
～地域包括ケアシステムの「基本のキ！」を学ぼう 病院編②～
＜主な内容＞
・病院の地域連携室の役割について
・圏域内の病院について知ろう
・交流しよう

三田市民病院 総合支援センター 小仲ますみ氏に
病院の地域連携室の役割についてご講義いただき済生会兵庫県
・さんだリハビリテーション病院・恒生かのこ病院・北摂中央病院
・有馬病院・平島病院の皆様に病院紹介をしていただきました。
交流しようの時間では多職種の皆さまが顔を合わせ交流いただきました。
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